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▲「最新情報はブログ“やまゆな毎日”で！」と木下麻実さん

　佐原の町並みにある地域活性化施設で、木下麻実さん（虫幡）と
小見川出身の頓

とんしょ
所雅恵さんが「をかしなくらしのサロンやまゆ」を

運営しています。趣深い、という意味の「をかし」を題した店内には、
和服をリメイクした小物や熊本から取り寄せた塩など「本物の和を」
という思いを込めたこだわりの商品が。リラクゼーションを行う日
もあり、今後は落語のワークショップも計画中。「地域のための施
設が広がる拠点」としてやまゆは、をかしく町おこしを目指します。

「をかしな」お店、町並みに
をかしなくらしのサロン　やまゆ

海外の強豪と交戦
東アジアリトルシニア野球大会2015

　香取リトルシニアが関東大会で優勝し、東アジアリトルシニア野
球大会に出場しました。硬式野球の同大会は、8月17日から20日ま
で、宮崎県宮崎市サンマリンスタジアム宮崎などの球場で開催。出
場チームは全56チームで、日本49チームのほか、台湾、韓国、ス
リランカの３カ国から7チームが参戦しました。香取リトルシニア
は、1試合目に愛媛県の西条リトルシニアに2対7で敗れ、2試合目
は台湾の重慶国民中と戦い（写真）、10対1でコールド勝ちしまし
たが、残念ながら1勝1敗で予選敗退となりました。羽生惣

そうすけ
亮監督（佐

原口）は「来年に向け、がんばりたい」と力強く語ってくれました。

▲1回の裏で先頭バッター松山竜平選手（佐原中）がセンター前ヒット

▲女子の加勢でさらに白熱の綱引き

最後の名勝負
　来年度、佐原中学校と統合する佐原第三中学校で、9月12日に体育祭が開
催されました。今年のテーマは「完全燃焼」。紅白に分かれた生徒たちは佐
原三中での最後の体育祭にどの競技も全力で挑み、体育祭を盛り上げました。
　競技は、女子の綱引きに後から男子が加勢する（男子の綱引きには女子が
加勢）という三中独自ルールの綱引きや、工夫を凝らした応援合戦など見
どころ満載。結果は、４点という小差で白組が優勝しました。負けてしまっ
た紅組団長の鈴木竣

しゅんや
哉さんと副団長の多田茉

ま
奈
な
さんは、「皆で力を合わせて毎

日一生懸命練習していたのに負けてしまい悔しいです。でも皆で楽しめたの
で悔いは残っていません」と涙ながらに語り、最後は「完全燃焼できました」
とすがすがしい笑顔をみせてくれました。

佐原第三中学校体育祭
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▲追い駆ける
文化部

▲全員でゴールした陸上部
　　　　（部活対抗リレー） 楽しくホットなまちの話題をご紹介
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風にも負けず、大盛況
まつりin水の郷

　8月23日、道の駅・
川の駅水の郷さわら
を会場に、まつりin
水の郷2015が開催さ
れました。
　昼の部では、河川
マリーナの特設会場
でアーティストライ
ブやさまざまなダン
スステージが披露さ
れたほか、Eボート
レースが行われ、強風が吹き荒れる水上を参加者が力を合わせて激漕
する白熱のレースになりました。
　夜の部の「bayfmスペシャルライブ」には、歌手の大澤誉

よ し
志幸

ゆき
さ

んと山下久美子さんが登場。なかなか見ることのできないリハーサル
の様子からおなじみの名曲、トークショーまで2人の力の込もったス
テージに会場は大いに盛り上がりました。

▲名曲の数々に青春がよみがえる

４人兄妹唯一の男の子♡

イタズラやんちゃ坊主♡

電車が大好き☆
毎日見に行ってるんだ♪

寝ても覚めてもお祭り
好きな大ちゃんです♪

食べるの大好き！
我が家のアイドル♡

たまご焼きと
バナナが大好き☆
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の恩返し
香取職工組合ボランティア

　毎年8月22日の朝8時、香取小学校でボランティア活動が行われ
ています。黒板の塗装、壁のクロス貼り、物置の増設など、これら
を手掛けるのは香取職工組合です。組合長の黒川文

ふみ
紀
のり
さん（香取）

によると、現在メンバーは14人で活動歴は35年以上。「お世話になっ
た学校だから、恩返しがしたい」とは、黒川さんの先輩であり、活
動に熱心な塗装屋さんの言葉ですが、寡黙な職人たちの気持ちを代

弁しているとのこと。
　また、教頭の安田先生は、
「子どもたちに大人気なア
スレチックの補修などにも、
PTAのボランティアの人た
ちと一緒に関わっていただ
いています」と感謝を込め
てインタビューに答えてく
れました。

▲半日で物置を増設するには、あうんの呼吸が不可欠

▲本格的なアスレチックの一部

晩夏にともる夢灯ろう
盆ふぇすたin佐原2015

生きる力を学ぶ
稲刈り体験　小見川北小学校

　9月4日、小見川北小
学校の4年生から6年生
までの児童が稲刈り体験
を行いました。
　4月に子どもたちの手
により苗が植えられた
田んぼには、見事な黄
金色の穂が実り、子ど
もたちはコンバインに
よる稲刈りを見学した
あと、田んぼに入り鎌
を使った昔ながらの稲
刈りを体験。
　当日は、多くの地域の人が「稲刈りの先生」としてサポートしてくれ、
手作業での稲刈りに苦戦していた子どもたちに丁寧に稲の刈り方を教え
てくれました。

▲刈り取った稲を大切に運ぶ子どもたち

　佐原おかみさん会
による盆ふぇすたin
佐原2015が8月22日
に小野川周辺で催
されました。10周
年を迎えた会場では
和傘と竹灯りのオブ
ジェが展示され、そ
の前で佐原高校書道
部のパフォーマンス
やイベント参加者全
員での総踊りなどが行われました。日が暮れると、希望者がそれぞれ
の夢や願いを書いた「夢灯ろう」を小野川に流し、イベントの最後に
はナイヤガラ花火も。訪れた観客は「川面にも光が反射して、とても
きれいだね」と、灯ろうと光の滝に見入っていました。

▲BGMには篠笛の生演奏が


